
                                   

 
（様式１－１） 

 

庭園間交流連携促進計画（探訪部門） 
 

花と暮らす恵庭の花めぐり 
花が紡ぐ人々との出会い。恵庭ガーデンライフスタイル。 
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恵庭ガーデンツーリズム協議会 

 

２０２２年度 🌺全国都市緑化北海道フェア開催地 
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 取組の将来像（ビジョン）                         （様式１－２）   

   取組のビジョン  美しいまちで暮らそう 

【歴史といま】  

花のまちづくりの歴史は、今から約 60 年前、恵庭がまだ農村地帯であった頃に地元の有志が立ち

あげた花いっぱい文化協会の運動や、地元高校の花卉園芸栽培等を土台に花苗の生産が発展す

る中、恵み野開発事業(1970 年～)で住宅団地が造成され、新興住宅地に人々が集い新しい生活を

始めたことからはじまります。 

美しいまちで暮らし、子供たちの故郷をつくっていこうという人々の想いが、花のまちづくりにつなが

っていきました。自ら花の手入れをし、彩りを楽しむ暮らし方の中で、植物を通じた人々の出会いが

あり、自発的な地域コミュニティが交流しあい、まちの個性がつくられ日々磨かれていく。そのような

花のまちづくりの輪が、オープンガーデンの地となり、市民の庭先や、公園や、道や、川べりに、花が

咲き誇る美しいまちをつくっています。          

 

【未来への想い】 

  恵庭の花のまちづくり、花とともに暮らすライフスタイルを、ここを訪れた方々に体感していただき、花を

楽しんでいただくこと、日本各地で花のまちづくりに取り組む方々と出会い、ともに情報を発信しあい、魅

力的な日本の花のまちづくりが全国でさらに進展することにつながればと思います。 

  そして、花いっぱいの美しいまちで育ちゆく子供たちに、誇れる故郷を作ることが、私たちの願いです。 

 まち全体に花があふれ、庭先に、道に、公園に、そして空き地にも、花が咲く。まちをあるけば、その先々

で花に迎えられ、花が人々との出会いを紡ぐ。そんな探訪型の花めぐりを目指します。 

えにわ花のまちづくりプラン（～2027） 恵庭花のまちづくり推進会議 恵庭市 

・ 花のまちづくりを実践してきた市民の想いを込めて、市民と行政がともに花のまちづくりを目指す

行動の指針とするものとして策定されました。 

・ 10 年ごとに、市民アンケートをもとに、花のまちづくり推進会議と市が共同で改定しています。 

   

 

  

→参考資料１ 



                                   

 

（「えにわ花のまちづくりプラン」 より） 

 

美しいまちはどんなまちでしょう 

「美しいまちは、限られた専門家が一方的に提案する大きな計画がもたらすものではありません。 

それは、自発的な地域コミュニティが相互に影響しあうことで、暮らしの足元から生まれていきます。

市民・行政・団体・企業が花と緑にあふれた美しい環境のあり方を議論し、協働で育むことで、   

人々がつながりあい触発しあう、次代に引き渡すに値する個性的なまちがつくられていきます。  

花のまちづくりを通して、まちの個性が持続的に磨かれ、それぞれのコミュニティに強くしなやかな命

が通います。そこで人々は、世代を引き継ぎながら末長く心豊かに暮らすことができます。」 

 

   

 

「 恵庭を花と緑いっぱいのまちにしよう。子どもたちのためにも、このまちをいつまでも愛着 と誇りの持て

るまちにしたい―。そんな思いを出発点に 1980 年代からはじまった私たちの取り組みは、1998 年 3 月、

最初の「花のまちづくりプラン」の策定に実を結びました。2008 年の改定を経て、プランはいま、さらに新

たなステージに上ろうとしています。                

 ガーデンづくりは、私たちにたくさんの気づきと学びをもたらしました。植物たちのおかげで恵庭の気

候風土に敏感になり、花を通して、家族 のあいだやご近所との関わりが深まりました。 



                                   

 

そして新しい出会いが生まれ、ひとつの出会いはさらにまた、国内外から新しい出会いをもたらしまし

た。花に惹かれて市外からも多くの人々が訪れ、地域経済の新たな種となりました。そしてそうした日

々は私たちを、まちの成り立ちについてあらためて考えることにまで導いてくれました。毎日大切に手

をかけるガーデンへの思いが、地域へ、通りへ、さらにはまち全体にも広がりはじめたのです。   

花と緑によって、まちはさまざまな知恵や手法を身につけながら美しさを増していきました。しかしそ

の取り組みがもたらしたのは、うわべの美しさの前に、さまざまな人が地域やまちに対して、自分の意

志でより深く関わろうとする意識だったのかもしれません。美しさは、ものごとの外側を飾って生まれ

るものではありません。美しさは、心のありようと結びついています。多くの人が「住んで良かった」と

いう気持ちを持っているまち。それが「美しいまち」なのだと思います。」 

  

花のまちづくりの近未来 

「まちには、花と緑にあふれた公共施設やショップや歩道があります。                   

人々は季節を追ってガーデンを味わいながら、買い物やおしゃべりの時間をゆったりと楽しみます。

まち並みと一体となった公園の緑陰では、幅広い世代が思い思いにくつろいでいます。        

そして「花のまち」は、なにより歩くことが楽しいまち。                              

ここには、規模や効率を求めるばかりのまちとはちがう時間が流れて、行き交う人々の笑顔がすてき

です。多くの人々が移り住みたいと願うまち。それが近未来の恵庭です。」 

 

２０２２ 全国都市緑化北海道フェア 開催を契機として 

 

 

 

・２０２２年６月、恵庭では、全国都市緑化北海道フェアの

メイン会場となります。新しく整備された花の拠点「はな

ふる」を中心に、恵庭市内の”花のまちづくりの魅力や市

民の日々の活動”を巡り、楽しみ実感できる会場構成と

なっています。 

 

・都市緑化フェアを契機に、市民によるボランティア組織

「緑化フェアサポーターズクラブ」が立ち上がり、一層花

のまちづくりを楽しみ、日々の除草や花の管理、植込み

などの作業、フェアを契機とした情報発信やサービス提

供のあり方などを、結集して考え、実行しています。 

 

・花と暮らすまちづくり、恵庭の花めぐりは、都市緑化フェ

アの機会において、またそのレガシーとしても、よりまち

の暮らしを楽しみ発信する仕組みとして、多くの市民の

原動力となっていくことでしょう。 

 



                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

JR 恵み野駅から、恵み野商店街等を散策しながら「はなふる」会場に徒歩で向かう。商店街の 

ガーデンテーブル、ポケットパークや商店・個人宅の庭等を楽しめるルートを設定する。 

「花さんぽストリート祭」や「ガーデンツアー」などの活動を継承するとともに、フェアを契機に、 

市民参加による公共空間の緑化、個人の庭園づくりなどの活動を活発化させる。 

恵み野駅から「はなふる」会場までの誘導として地元の小中学生が作成したコンテナに花を植栽 

  

  

△ 恵み野商店会 まちなかの統一コンテナ案 

▽ 緑化フェアサポーターズクラブ 

フェアを契機にまちの魅力向上について議論 



                                   

 

 

 

参考資料 

参考資料 1 



                                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■恵み野の花の街づくり 30 年の歴史 1990 年～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

年・月 恵み野花づくり受賞の数々2015年まで

1995/11/16
花のまちづくりコンクール（団体の部）
建設大臣賞（恵み野花づくり愛好会）

1996/11
北海道花と緑のまちづくり賞
北海道知事認定証受賞（恵み野西商店会）

2000/11 ＮＨＫＢＳ私のガーデニングコンクール金賞受賞（恵み野地区）

2001/11
ふるさとづくり賞主催者賞受賞 主催－（財）あしたの日本を創る協会
恵み野花の街づくり団体連合会 ―構成団体（美しい恵み野花の街づくり推進協議会・
恵み野フラワーガーデンコンテスト実行委員会・恵み野小中学校）

2004/5
平成１６年度版国民生活白書に掲載される。
花いっぱいの美しいまちづくり（花づくり愛好会など）

2004/7/22
恵み野フラワーガーデニングコンテストにニュージーランド・クライストチャーチ市美化
協会会長ご夫妻（カレン・ブリックス、ブライアン・ブリックス）が参加され、賞状とプレート
を戴く。

2004/11
都市景観大賞「美しいまちなみ大賞」受賞－国土交通省主催 受賞団

体－ 恵庭市、恵み野花の街づくり団体連合会 ―構成団体（美しい恵み野花の街づく
り推進協議会・恵み野フラワーガーデンコンテスト実行委員会・恵み野小中学校）

2015/10
恵み野商店会
都市緑化機構第26回「緑の環境デザイン賞―国土交通大臣賞受賞
（副賞800万円獲得）

 



                                   

 
（様式１－３） 

 
取組全体の範囲がわかる位置図（地図等） 

 

 （恵庭市位置図・概要 ） 

    

■ 構成庭園の位置図 

       

 

 

④まちなかガーデン 

① 花の拠点はなふる 

② ガーデンギャラリー 

③ 恵み野中央公園

アナベルロード 

⑤銀河庭園 

  

 

 

 

⑥ ナーサリーの庭 

サンガーデン 

 



                                   

 

■ウォーキングで、自転車、タクシーで巡る探訪ガーデンツーリズム 

  

    

 

タクシ

ーで 

タクシーで

で！ 



                                   

 
 
                                    （様式１－４） 

 
 

 
 
計画のテーマ 

 

 

   

花を愛する人と人が出会うまちの探訪“恵庭花めぐり” 

花でまちを彩り、花で人々がつながる恵庭のガーデンライフスタイルのご案内。 

花のまち探訪のガーデンツーリズムを通じて、各地で花のまちづくりに取り組む人たち

と出会い、ともに情報を発信しあい、魅力的なまちが全国でさらに進展することを 

目指します。 

  

 庭という、花のある新鮮な舞台を得て、人と人が交流し、植物を愛する輪を広げる。 

 

  そして、未来へ育ちゆく子どもたちに、花いっぱいの美しいまちを、故郷を手渡したい。

それが私たちの願いです。 



                                   

 
（様式１－５） 

構成庭園一覧表 
 

１ 

ふりが

な 

構成
庭園
の名
称 
（※

１） 

花の拠点

はなきょてん

 

（はなふる） 
 

構成庭園の
所在地 

北海道恵庭市南島松 

構成
庭園
の概
要 
（※

２） 

 
【開 園 面 積】約 10ｈａ 
【入 園 料 金】無料 
【公 開 時 期】年中開園  
【施設管理者】恵庭市 
【そ  の  他】 
 
2020 年 11 月に開園した都市公園。都市緑化フェアのメイン会場。 
地元産品を提供する飲食施設を備えた「道と川の駅」を備え、ＲＶパークも整備。 
2022 年春には、隣接地に宿泊施設がオープン予定。 
英国チェルシーフラワーショーで日本人初のゴールドメダルに輝いたガーデンデザイナーなど、
北海道の新進気鋭の若手造園設計者やガーデナーが、技術を集結し、７つの庭園を設計・整
備・管理まで携わっており、細部まで目配りされ、みどころや花の解説にも工夫が凝らされた美
しい庭園群が四季折々に人々の目を楽しませる。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
             
 
 



                                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

計画
のテ
ーマ
での
位置
づけ 
（※

３） 

 
恵庭花めぐりの拠点施設となる都市公園。市内の花関連の情報発信機能や子どもの遊び
場等を有した屋内施設が整備されており、トイレ、休憩機能も完備。 
 
さらに、隣接する道と川の駅は、地元産品を販売するショップ、地産地消型のレストラ
ンを併設、農畜産物直売所では地元の新鮮野菜や花卉を販売。 
 
2021 年 12 月にはスターバックスがオープンする。 
 
また、隣接して宿泊施設（フェアフィールド・バイ・マリオット北海道えにわ）が、都
市緑化フェアには利用できるよう 2022 年春にグランドオープン予定。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                   

 

２ 

 ふりがな 

構成庭
園の名
称 

（※１） 

【ガーデンギャラリー】 

やすらぎストリート 

花
はな

さんぽ 

構成庭園の
所在地 

北海道恵庭市恵み野地区 

 

構成庭
園の概
要 
（※

２） 

【開 園 面 積】約 700ｍ 
【入 園 料 金】無料 
【公 開 時 期】年中開園 （見ごろは 6 月～9 月末） 
【施設管理者】恵み野商店会、恵庭市（道路管理者） 
【そ  の  他】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ふれあいストリート 

ストリートスト 

●ガーデンギャラリーについて 

恵み野の商店街は、「ふれあいストリート」「やすらぎストリート」「花さんぽ」の 3 つ

の通りからなる。恵み野のメインストリートで、植樹帯の他に大きな植え込みますも

併用したガーデンになっている。2015 年恵庭市のバリアフリー工事と「花さんぽ」

に駐車帯及びガーデンを整備するにあたり、36 か所ある大きな植栽スペースを

「ガーデンギャラリー（花さんぽストリートとやすらぎストリートの赤枠部分）」と名付

けて市民に愛される「緑と花のあるガーデン」に生まれ変わった。 

●ガーデンの公開性・永続性 

「ふれあいストリート」は恵み野駅の線路に平行になる植樹帯があり、「やすらぎス

トリート」と「花さんぽ」は JR 恵み野駅前通りから直進した恵庭市が管理する道路

敷地 にあり、バリアフリー歩道（幅員 3m）に沿って設置されているため、高い公

開性と安全性・永続性が確保 されます。 

至札幌 



                                   

 
 
 
 

 
 
 
 
恵み野駅 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   ふれあいストリート 
 
 
 

 
   やすらぎストリート 
 
 
 
 
                        花さんぽ 

 

計画の
テーマ
での位
置づけ 
（※３） 

市民のつくる花と緑を連続してみられる代表的なエリア。 

 恵み野駅に降り立ってすぐ、歩きながらゆったりめぐれる連続した花と緑で、「やすらぎ

ストリート」「花さんぽストリート」として市民に愛されている通りです。 

 商店街のガーデンで、ガーデンを見ながらの散策や、お食事やカフェでのコーヒータイ

ム、ショッピングのまち歩きを楽しむことができます。 

 
 
 
 
 
 



                                   

 

３ 

ふりがな 

構成庭
園の名
称 

（※１） 

恵
めぐ

み
み

野
の

中
ちゅう

央
おう

公
こうえん

園
えん

 

ア
あ

ナ
な

ベ
べ

ル
る

ロ
ろ

ー
ー

ド
ど

 

構成庭園の
所在地 

北海道恵庭市恵み野地区 

構成庭
園の概
要 
（※

２） 

【開 園 面 積】約 600ｍ 
【入 園 料 金】無料 
【公 開 時 期】6 月～9 月末 
【施設管理者】恵み野花協、恵庭市（道路管理者） 
【そ  の  他】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

計画の
テーマ
での位
置づけ 
（※３） 

小中学校の子供たちによる植栽（６月）、絵画のような見事な花の開花（７～９月） 

市民によるボリューム感ある花の「収穫」（９月末）、 

アナベルボールやブーケとして各商店や住宅へ装飾される景色（１０月～）と、 

アナベルの花を使った人々のつながりやまちの景色を作り出しています。 

 

 

恵庭市恵み野の中にある恵み野中央公園のフェンス沿いに 2009 年よりアナ

ベルを植え始め現在は 600m になっています。恵み野中央公園は北海道恵庭市

恵み野中央にある総面積 11 万㎡を超える総合公園で、公園は 3エリアに分か

れており、遊具がある冒険広場、多目的運動広場、公園中央部に位置する大き

な池と水路、春には桜、秋には紅葉が楽しめる日本庭園もあります。 

恵み野中央公園 6 月小中児童で植栽 

9 月末アナベルの刈込 

７月アナベル 

10 月各家庭に飾られる

る 

アナベルロード 



                                   

 

４ 

ふりがな 

構成庭
園の名
称 

（※１） 

まちなかガーデン
が ー で ん

 
構成庭園の
所在地 

北海道恵庭市恵み野地区 

構成庭
園の概
要 
（※

２） 

【開 園 面 積】約 245ha（恵み野の総面積） 
【入 園 料 金】無料 
【公 開 時 期】6 月～9 月 
【施設管理者】恵み野花協、恵庭市（道路管理者） 
【そ  の  他】まちなかに付きルールを守る 
 
1979 年に道内初の第三セクター方式によって開発されたニュータウン。現在人口約 12000
人。1995 年より、東西南北の町内会、小中学校、恵み野商店会、駅、恵み野花づくり愛好
会によって、花による連携団体として「美しい恵み野花の街づくり協議会（恵み野花協）」が
設立（現在は 15 団体）。連携行事開催によって、花の街づくりが文化へと進んでいる。恵み
野花協は 1995 年恵庭市に要望書を提出。その後恵庭市に花の部署「花と緑の課」が設立
され「花のまちづくりプラン」によって花のまちづくりは進められ、恵庭市の基本計画に入る
様になった。 
恵庭市恵み野地区は、オープンガーデンの街と呼ばれている。1991 年からガーデンコンテ
ストを開催。ガーデニングは市民の楽しみとなっている。 
 
 
       

計画の
テーマ
での位
置づけ 
（※３） 

 
市民がつくる花の実践箇所として、恵庭を象徴する庭を眺められる場所。このエリアの道
をたどると、手入れがなされた美しい庭が目に飛び込んできます。恵庭のガーデンライフ
スタイルを実感できる特にすぐれたエリアです。 

（コロナ感染症拡大を踏まえ、当面、個人宅の中へ入る形のオープンガーデンの箇所はガ
ーデンツーリズムの箇所には含まれませんが、街並みとして十分に体感でき、作り手とは
まちの緑化活動の中でご案内となります） 
茂漁川の伏流水は恵み野中央公園に向かっています。清流の中で 7月にはバイカモが
咲きバイカモ目的に来られる人もいます。 
市民が手掛けるアスリート花壇や空き地のボーダーガーデンも見ごたえあり。 
 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%B8%89%E3%82%BB%E3%82%AF%E3%82%BF%E3%83%BC


                                   

 
 

５ 

ふりが

な 

構成
庭園
の名
称 
（※

１） 

銀

ぎん

河

が

庭

てい

園

えん

 
（えこりん村） 

構成庭園の
所在地 

北海道恵庭市牧場 

構成
庭園
の概
要 
（※

２） 

【開園面積】約 10ha 
【入 園 料 金】有料 
【公 開 時 期】4 月下旬～10 月下旬 
【施設管理者】株式会社アレフ（びっくりドンキー系列） 
【そ  の  他】 
 
無農薬・有機栽培、再生エネルギー、資源循環を実行し、えこりん村（エコロジカル＋輪）に創出
した美しい庭園。１０ｈａの敷地に数多くのテーマを持ったガーデンとエリアを有し、花が多く、親
しみやすいガーデンを展開。 
チェルシーフラワーショーのゴールドメダリストである英国のバニー・ギネス氏が設計。世界的に
有名なガーデナー吉谷桂子氏がガーデン＆プロダクトデザイナーとして携わっている。  
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



                                   

 
 
🔷銀河庭園（えこりん村）のパンフレット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

計画
のテ
ーマ
での
位置
づけ 
（※

３） 

 
銀河庭園のある、えこりん村はガーデンのテーマパークといえます。 
銀河庭園散策の他飲食、ショップ、体験があることから、半日～一日いっぱい楽しめ、あらゆる
ニーズに対応できます。 
 
世界的に認められたガーデナーの技術を間近に見て触れることができる場であり、恵庭の花の
まちづくりの技術水準を継続的に磨くことに貢献。 
 
伝統的なノウハウと新しいセンスを提供しつづけ、探訪型のツーリズムのクオリティを維持・高め
ていく。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                   

 

６ 

ふりがな 

構成庭
園の名
称 

（※１） 

ナーサリーの庭
にわ

 
サンガーデン 

構成庭園の
所在地 

北海道恵庭市西島松 

構成庭
園の概
要 
（※

２） 

【開 園 面 積】約 1ha 
【入 園 料 金】無料 
【公 開 時 期】4 月～11 月  
【施設管理者】（株）サンガーデン、恵庭市（道路管理者） 
【そ  の  他】園芸売店、カフェ「ティーズガーデン」がある 
 
 
1964 年創業サンガーデンは 北海道で最大の花苗生産量を誇る。創業者藤井哲夫氏は
第一回花とくらし展実行委員長を務めるなど 花のまちづくりを牽引してきた。生
産、造園緑花工事、売店、カフェを通して花のある暮らしを支えています。 
 

計画の
テーマ
での位
置づけ 
（※３） 

花のまちづくりに欠かせない花の苗や材料供給と、専門家としての花の扱い方
などの技術の伝授の役目を担っています。 
利用面では、恵庭の花のまちづくりの至るところで使われている花を使った体
験、食事などができます。 
 
 

  



                                   

 
（様式１－６） 

拠点機能（探訪部門のみ） 
 
拠点
機能
の名
称 

美しい恵み野
め ぐ み の

花の街づくり 
推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

（恵み野花協） 
拠点機能の所
在地 

北海道恵庭市恵み野地区 

拠点
機能
の概
要 
（※

２） 

（活動期間）1996 年~ 
【その他】 
恵み野にある花のまちづくりを実施する団体のハブ組織で、商店会、恵み野５町内会、小・中学

校、専門学校、商店会、JR 駅など 15 団体からなる。 
 
1996年から継続的に活動を実施。実働部隊であり、かつ、技術水準を向上させ、持続可能な活
動を行うための研修、ガーデンコンテストなどを実施している。 
行政と市民の調整機能、花のまちづくり計画や総合計画などの市の計画策定への参画などを
継続して担う。実績と継続して行う活動については以下の通り。 

 
■組織図 
 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   



                                   

 
 
恵み野花協は、公園や道路に日々緑化の活動を継続実施。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
技術を向上・維持する花の講習会の開催、花と暮らし展への参加呼びかけ等を実施。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 



                                   

 
 
まちなかの未利用地、空地はボーダーガーデンに変身させ、美しい場所へ変える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
市は市民の要望を聞き活動をサポート。市が市民とともにまちづくりの計画を策定。
「花のまちづくりプラン」は、10 年ごとに更新し、いまも未来も生きつづける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



                                   

 
（様式１－７） 

その他計画の実施にあたって必要な事項 

※構成庭園以外で庭園間交流連携促進計画を構成する施設等について必要に応じて記載（様式自由）。 

 

 

 
 
 
 
 

オープンガーデンのまち恵庭 

 

 

 

※ここ恵み野のオープンガーデンは、観光ガーデンではありません。マナーを守ってご覧ください。 

・ここは個人の庭です、公の庭ではありません。         ・庭主の方は趣味で楽しまれています。 

・外から見るのが基本です・不用意な批判は止めましょう。  ・チャイムは鳴らさないでください。 

・大きな声を出して歩くと住人の方の迷惑になります。     ・勝手に庭の中に入らないようにしましょう。 

・「この花下さい」。種を勝手に持って行くことは止めましょう 

・庭主さんはそれぞれ違いますので掲示物がある場合、指示に従って下さい。 

恵み野の庭

恵庭はオープンガーデンのまちといわれています。恵み野花

づくり愛好会が1995年ころから花マップを作成。2001年から「ブ

レインズ種をまく私たち」が活動をはじめ、オープンガーデンオ

ブ北海道が、発刊され 19 冊に上ります。2020 年からは Web で

の公開をしています。 

目下、新型コロナウイルス感染症拡大の状況を踏まえ、一部

の庭では、いったん、オープンガーデンの活動を休止しておりま

すが、道をあるいて見える庭の花を楽しんでください。 

わたしたちは、まちなかの花を育てる活動を続けています。 

個人庭園 



                                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恵み野ー杉若邸

 

 恵み野の庭



                                   

 
              実施する事業と実施体制            （様式１－８） 
 

（１）これまでの取組 

 
【めぐる旅の案内、ツアーの実施、交通手段等】 
 
◆恵庭市花ガイドを創設（２００４年～） 
 現在の市民花ガイドは行政視察のご案内をしています。有料ガイドを養成していきます。 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
        
     
 
◆恵み野バス巡りツアーの実施（２０１７年～２０１９年） 
 まちの庭をめぐるバスツアーでは、多くの参加者と市民ガーデナーの出会いがありました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                   

 

◆歩いてテクテクまち歩き 

 恵み野駅から恵み野商店街、恵み野ガーデンギャラリーを通って住宅街を通りテクテク歩くと、

1時間足らずで「はなふる」まで到着します。ゆっくりまち中を愉しんでください。 

 

◆自転車でまちなかの花めぐり。 

  今まで、道の駅や恵み野駅で貸自転車の提供がありました。コロナ化でオープンガーデンが出来

なくなったことにより既存の貸自転車は廃止。2021 年 5 月より新たに恵庭駅、恵み野駅、「はなふ

る」の 3 か所で使用でき、3 か所で乗り捨てすることが可能。 

シェアサイクル「えにくる」の提供が開始しました。 

まちなかの花めぐりには、気軽にゆったりと、小回りのきく自転車で。恵庭市内に設置したサイクル

ポート（自転車置き場）にある自転車を、どなたでも、好きなときに使えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                   

 

（２）今後の取組 

 

◆ハイヤーを使ってゆったり花めぐり。 

 今までは徒歩と自転車のみの周遊だったが、ハイヤー移動が加わることで広範囲な花めぐり観光

がスムースに出来るようになる。 

ハイヤーは小型からジャンボ（9 人乗り）まで利用いただけます。（2022 年～実施） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
① 「恵庭まるごと花めぐり」プレミアムツアーの造成（案） 
 
② 全国のガーデン市民ボランティアとの交流の機会創出（案） 
 
③ 花のまちづくりを通じたまち全体の好循環の醸成（案） 
 
 
 

（様式１－９）を参照 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                   

 

（３）協議会の構成員 

 

恵庭ガーデンツーリズム協議会 

構成員  

恵み野商店会【ガーデンギャラリー、恵み野商店街】 

美しい恵み野街づくり推進協議会（恵み野花協）【アナベルロード＆まちなかガーデン等】 

株式会社アレフ【銀河庭園（えこりん村）】 

恵庭市経済部 花と緑・観光課【恵庭市花のまちづくり、はなふる】 

株式会社サンガーデン【ナーサリーの庭】 

一般社団法人 恵庭観光協会【オープンガーデンマップ制作】 

富士交通㈱【観光タクシー】 

ガーデンアイランド北海道（GIH） 

 

（４）事業の実施体制 

 
事務局メンバー 
 

代表事務局  ガーデンアイランド北海道(GIH)     内倉真裕美 

 
事務局 美しい恵み野街づくり推進協議会（恵み野花協） 武藤光一 
 
    恵み野商店会                 落合信也 
  

株式会社アレフ                青木信二 
 
株式会社サンガーデン             土谷美紀 
 
一般社団法人 恵庭観光協会          沼倉健一 
 
恵庭市経済部 花と緑・観光課          竹内利樹 

 
 
実施体制（案） 
 

有料ガイド養成：恵み野花協、一般社団法人 恵庭観光協会、 
恵庭市経済部恵庭市経済部 花と緑・観光課 

 
各種ツアーの立案：恵み野花協、GIH、恵庭観光協会、富士交通（株） 

 
  各種ツアーの実施：富士交通㈱、恵み野花協 
 
  花苗の調達、ガーデニング指導：（株）サンガーデン 
  
  ガーデンマップの制作：（株）恵庭観光協会、恵庭市経済部 花と緑・観光課 
 
  その他、計画、実施に当たっては、協議会構成員を中心に地域一体となって進めて行く。 
 
 

（５）具体的な事業 様式１－９のとおり 



                                   

 
（様式１－９） 

具体的な事業一覧表 
 

事業名① 「恵庭まるごと花めぐり」プレミアムツアーの造成（案） 

実施主体 
富士交通㈱ 
恵み野花協 

事業期間 2022 年度 ～ 2025 年度 

実施施設 花の拠（はなふる）、銀河庭園、ガーデンギャラリー等 

事業概要 
 
 
 
 

 
民間旅行会社と連携し、ガーデンツーリズムの粋を体験できるプレミアムガイドツア
ーを実施。 
 
地元のガーデンナビゲーターに花のまちづくりの実践について案内を受け、世界的に
認められた地元のガーデンデザイナー、ガーデナーに直接作庭の解説や技術の手ほど
きを受けられます。 
 
まずは、都市緑化フェア期間中に、全国のガーデンツーリズム認定計画の担い手との
交流を深めるツアーや、全国からの希望者を募ったツアーを実施。 
 
観光タクシーも併用で自由なコースが選べます。 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

花の周遊（例）花マップをゲットしよう。 

 

半日コース（徒歩で） 

 恵み野駅から恵み野商店街、恵み野ガーデンギャラリーを通って住宅街

を通りテクテク歩くと、1 時間足らずで「はなふる」まで到着します。

ゆっくりまち中を愉しんでください。 

 

半日コース（ハイヤー利用） 

     恵庭駅からハイヤーで銀河庭園まで行き 2時間ゆっくりガーデンとショッ
プを見た後、ハイヤーでサンガーデンまで。1 時間見た後「はなふる」で
ハイヤー下車、ゆっくり「はなふる」を見て道の駅で食事。 

 
１日目（徒歩又は自転車で） 

 花で彩られた恵み野駅のハンギングバスケット、コンテナガーデンをたどり 
    市民ガイドの解説でガーデンギャラリー「花さんぽ」を見学とカフェで一休

み。休憩した後は足を延ばして、まちなか散策するもよし。 
   

    食事：恵み野の商店街内でランチ又はサンガーデンのカフェで地元食材を使
ったランチも人気。 

 
    ランチの後は、サンガーデンのナーサリーガーデンを見たり、元気な花苗や、

グッズを見たり、体験プログラム（要予約）をするもよし。 
 
    宿泊：「はなふる」に隣接する宿泊施設（フェアフィールド・バイ・マリオット北海道え

にわ）に宿泊 
 
 
 



                                   

 
２日目 花の拠点「はなふる」を早朝散歩して、午後はタクシー移動で銀河庭園へ 
 
    午前 「はなふる」で朝ヨガ 

７つのガーデンを、「はなふる」ガイドの解説でじっくりめぐる 
       キッチンガーデンで料理レシピの伝授 
 
    午後 銀河庭園散策とえこりん村の施設で 
       ロズビィのバラ畑で無農薬の食用ばらでお茶の時間。 
       ランチはえこりん村内のレストラン。 
       ギネスに輝いたトマトの森を見て花苗やグッズ、土産などショップで

ゆっくり楽しめます。 
 
       ※えこりん村では、まきばキャンプ場でアウトドア宿泊体験も可能。 
        銀河庭園（えこりん村）から恵庭駅まではバスが利用できます。 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

体験型（例）各駅で花マップをゲットしよう。 

 
・花のまちだから楽しめるツーリズムの形（学びと体験） 
 
まる 1日： （徒歩又は自転車） 

午前：恵み野駅到着したら花で彩られた恵み野駅のハンギングバスケット
や、まちなかのコンテナガーデンをたどり 

     ガーデンギャラリー「花さんぽ」を見学。 
 

ランチ：恵み野の商店街でランチやカフェを愉しむ。 
又は「はなふる」に移動してランチする。 
 

    午後：恵庭・恵み野の花のまちづくりの歴史を聞く学習会参加（要予約） 
てくてく花の街を散策 

       又は「はなふる」でガーデン見学とショッピングを楽しむ。 
    
まる１日： （観光タクシー併用） 

午前 「はなふる」ガーデンで朝ヨガ 
「はなふる」ガーデン見学 
 

 ランチ：そのまま「はなふる」内で、又はサンガーデンに移動してティーズガ
ーデンで地元野菜たっぷりの健康ランチ。 

     
 午後 、ナーサリーの庭サンガーデンで、種まき講習会やコンテナ作り体験が

出来ます。（要予約） 
 

まる 1日：まるごと一日銀河庭園で楽しもう。 
体験（銀河庭園散策―お食事―体験色々―苗も豊富―トマトの森、 
ショップで買い物） 

 
 

・観光タクシーによるコース 
タクシー（4人乗り） 
ジャンボタクシー（9人乗り） 
・半日コース例（恵庭駅―銀河庭園―ナーサリーガーデンーはなふる） 
 
・一日コース例（はなふるー銀河庭園―ナーサリーガーデンーまちなかガーデン） 
 
その他、コースは事前に相談することで、ニーズに合った提案ができます。 
 

 



                                   

 

事業名② 全国のガーデン市民ボランティアとの交流の機会創出（案） 

実施主体 
恵み野花協 
恵庭市経済部 花と緑・観光課 

事業期間 2022 年度 ～ 2025 年度 

実施施設 花の拠点（はなふる）、恵み野中央公園アナベルロード 

事業概要 
 
 
 
 

 
恵庭の花のまちづくりは、今までも全国から視察に訪れる行政や市民団体が多い。 
恵庭や恵み野地区では市民が参加する花の収穫祭的なイベントがあります。 
そのイベントに参加することで、市民との交流が生まれます。 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
花のまちづくり交流会（例） 
 
恵庭の花のまちづくりを体験しながら交流しましょう。 
 
例① はなふるの花植え体験に参加してもらいガーデンの花で花束作り体験と花の

まちづくりをして交流を図りましょう。 
 
例② 9 月末―中央公園のアナベルロードの収穫祭に市民と共に参加し、アナベルで

スワッグやアナベルボール作りを体験し交流を図りましょう。 
 
 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
 
 
 
 
※日程及び参加人数は、共に SNS 等でお知らせするので各自で申し込むスタイルにな
ります。 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



                                   

 

事業名③ 花のまちづくりを通じたまち全体の好循環の醸成（案） 

実施主体 
恵み野花協 
恵庭市経済部 花と緑・観光課 

事業期間 2022 年度 ～ 2025 年度 

実施施設 花の拠点（はなふる）、銀河庭園、ガーデンギャラリー等 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
恵庭市や恵み野は「住みたいまち、魅力的なまち」を「花のまちづくり」を進めるこ
とで、暮らし続けられる循環型の地域へと繋がった。今後もこの「花のまちづくり」
を市民と共に育て、継続的な地域を目指したい。又、他地域の自治体や団体に向けて
も積極的に発信していきたい。 
 

  


